令和4年○月○日
外構部の木質化対策支援事業事務局

合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律に基づく木材の合法性の確認について

１）合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（通称「クリーンウッド法」）の概要
クリーンウッド法は我が国又は原産国の法令に適合して伐採された樹木を材料とする木材・その製品の流通及び利用を促進することを目的として2017年5月20日に施行されました。
同法では、対象となる木材等や木材関連事業者の範囲、登録制度等を定めるとともに、木材関連事業者や国が取り組むべき措置について定めています。

クリーンウッド法の詳細はこちら　https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/goho/summary/summary.html

２）クリーンウッド法に基づき木材の合法性を確認する方法
　本事業ではクリーンウッド法に基づき合法性が確認された木材（合法伐採木材）を使用していただくことを必須としており、合法伐採木材に該当するかについては、申請者に納材を行う事業者が発行する書面資料で確認を行う必要があり、その書面資料とは主に下記のものになります。
①申請者に納材を行う事業者が発行する合法伐採木材であることを示す書面資料
②申請者に納材を行う事業者が発行する合法木材（木材・木製品の合法性、持続可能性証明のためのガイドラインに基づく合法木材）であることを示す書面資料
③クリーンウッド法の合法性の確認に活用可能な都道府県等による認証制度

②のうち、森林・林業・木材団体からの認定による認定事業者による合法木材の証明例
	令和4年〇月○日
合法木材証明
申請者殿
木材事業者名
住所
認定番号

　工事件名〇〇で使用した下記木材製品は、合法性、及び持続可能性が証明されたものです。　
	番号
	商品名
(材種等)
	長さ(mm)
	幅(mm)
	厚さ(mm)
	数量
(本/枚)
	材積
(㎥)
	備考

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


/


森林・林業・木材団体から認定をうけた事業者しか発行できません。






合法性の確認を行った旨を記載



確認を行った木材の明細





	
３）本事業での合法伐採木材の証明法について
２）に示した書面で合法性の確認をしていただいた上で、合法伐採木材証明などを提出していただきます。

合法伐採木材の記載例番号をお持ちの方はクリーンウッド法に基づく登録番号、合法に関する認定事業者番号などを記載願います。お持ちでない方は登録番号等の記載は不要です。
合法性の確認を行った旨及びその結果
確認を行った木材の明細

	令和4年○月○日
合法伐採木材証明
[bookmark: _GoBack]外構部の木質化対策支援事業事務局　殿
申請事業者名
住所
登録番号等

　工事件名○○で使用された木材は、クリーンウッド法に基づき確認を行い、合法性を確認した木材です。

　木材明細の記載
	番号
	[bookmark: _Hlk73985008]商品名
(材種等)
	長さ(mm)
	幅(mm)
	厚さ(mm)
	数量
(本/枚)
	材積
(㎥)
	備考

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	







※上記の合法伐採木材証明につきましては、別途ひな形のご用意がございます。
そちらをダウンロードの上ご利用ください。
	
